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取扱説明書
タイプ8071

1.	 取扱説明書
取扱説明書は本装置のライフサイクル全体について説明していま
す。本説明書はすべてのユーザーの手の届く所に保管し、また、
本製品の新しい所有者が利用できるようにしておいてください。

この取扱説明書には安全性に関する重要な情報が含	
まれています！
記載されている注意事項に留意しないと、危険な状況が生 
じます。
• 本取扱説明書を読み、理解している必要があります。

1.1.	 表記

危険！

直接的危険性についての警告！
• 遵守しない場合、死亡事故または重傷につながります。

警告！

危険な状況に陥る可能性についての警告！
• 遵守しない場合、重傷または死亡事故につながるおそれがあ

ります。

注意！

潜在的危険性についての警告！
• 遵守しない場合、軽症または中程度の負傷につながるおそれ

があります。

注記！ 
物的損害についての警告！
• 遵守しない場合、製品やシステムが損傷する可能性 

があります。 

重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を示します。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

 → 実行する必要のある作業手順をマークします。

1.2.	 「製品」の定義
本説明書で使用される「装置」という用語は常に流量計タイプ
8071を表します。

日本語
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使用目的
タイプ8071

2.	 使用目的

装置を適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよび環境
に危険が及ぶ可能性があります。
• 製品は液体、特に粘性液体の流量測定を目的としています。
• 装置は電磁障害や紫外線の影響を受けないようにし、屋外で

使用する場合は天候の影響を受けないようにしてください。
• 使用に際しては、契約書と取扱説明書に明記されている許容

データ、稼働・使用条件に留意する必要があります。
• 製品を安全に故障なくお使いいただくために、輸送、保管、

設置を適切に行い、操作やメンテナンスを慎重に行う必要が
あります。

• 製品は必ず正しい方法で使用してください。

 → 製品を実行する場合は現在の制約を遵守してください。

3.	 基本的な安全に関する注意事項
これらの安全に関する注意事項は以下の点には考慮 
されていません 
• 装置の取付け、操作、およびメンテナンスで起こりかねない偶

発事象。

• 設置およびメンテナンス担当者や事業者が責任を負っている場
所特有の安全規則。

システムの高圧による危険！

電圧による危険！

高い液体温度による危険！

液体のタイプにもとづく危険！

一般的な危険状況。
負傷防止のため以下の点を遵守してください。
• システムが誤って作動しないようにしてください。
• 設置メンテナンス作業は、必ず有資格の専門スタッフが適切

な工具を使用して行うようにしてください。

日本語
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基本的な安全に関する注意事項
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一般的な危険状況。
負傷防止のため以下の点を遵守してください。
• 電力供給が中断した場合、プロセスが定義どおり、あるいは

制御下で再開されるよう確保してください。
• この装置を問題ない状態及び取扱説明書を遵守した状態での

み稼働してください。
• ねじ接続の使用計画および操作に際しては、一般技術規則を

遵守してください。
• 爆発性雰囲気で製品を使用しないでください。

• この装置を構成する材料と適合性のない環境では、装置を使
用しないでください。

• 装置を構成する素材と互換性のない液体を使用 
しないでください。

• この装置をガスの流量測定に使用しないでください。

• 製品に物理的負荷をかけないでください（物を置いたり、ス
テップとして使用しない）。

• ハウジングの形状にはいかなる変更も加えないでください。
製品のいかなる部分も塗装しないでください。

注記！ 
本装置は流体によって損傷する可能性があります。
• 製品を構成する素材、およびこれに接触する可能性のある液

体の化学的耐性を体系的にチェックしてください（例：アル
コール、強酸または濃縮酸、アルデヒド、塩基、エステル、
脂肪族化合物、ケトン、芳香族またはハロゲン化炭化水素、
酸化剤または塩素含有剤）。

注記！ 
静電気による危険がある部品/アセンブリ！
製品には帯電した静電気（ESD）に過敏に反応する電子部品が
含まれています。静電気を帯びた人員や物との接触はこれらの
部品を損傷するおそれがあります。最悪の場合、部品が瞬時に
破壊したり、試運転後に故障する恐れがあります。
• 急激な静電気の放電による損傷を避ける、あるいは最小限に

するために、EN 61340-5-1および5-2の要件を遵守してく
ださい！

• また、供給電圧が印加されている電子部品に触れないように
注意してください！

日本語
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一般注意事項
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4.	 一般注意事項

4.1.	 連絡先
ビュルケルトジャパン株式会社（Burkert Japan Ltd.）
〒112-0005 東京都文京区水道1丁目
12番15号
白鳥橋三笠ビル
あるいは、最寄りのBürkert営業所までお問い合わせください。
各国の連絡先は当社ウェブサイト www.burkert.comを参照 
してください

4.2.	 保証
保証は、このハンドブックに明記された使用条件を遵守した上で
この装置を適切にご利用になった場合のみ適用されます。

4.3.	 ウェブサイトで閲覧できる情報
タイプ8071についての取扱説明書とデータシートは当社ウェブサ
イト（https://www.burkert.jp）を参照してください

5.	 説明

5.1.	 所定の使用範囲
ホイールが楕円形のため、粘性液体の流量測定が可能です。楕円
ホイールの回転によって生成されるパルス周波数を取得/変換する
には、リモート装置（例：トランスミッタ8025 Universalまたは
投与装置8025 Batch）と組み合わせて使用  する必要があります。

5.2.	 一般的な説明

5.2.1.	 構造
この製品は、統合された楕円ホイールを備えたねじ接続と、ホー
ル効果センサーとリードスイッチを含む電子モジュールを搭載し
たカバーで構成されています。
ねじ接続の楕円ホイールには磁石が含まれています。
センサーのすべてのバージョンは、NPNトランジスタ出力とリー
ドスイッチを備えています。
電気接続は、長さ1 mの5線式ケーブルを介して行われます。

5.2.2.	 測定原理
配管を流れる液体は、磁石を含む楕円ホイールを回転させます（
図 1を参照）。磁石の動きは磁場に変化をもたらします。センサ
ーは磁場の変化を測定し、この信号を周波数に変換します。この
周波数は、NPNトランジスタ出力とリードスイッチ出力で利用
できます。

日本語
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説明
タイプ8071

図 1： 楕円ホイールの機能性/動き
リモート機器は、適切なKファクターで周波数を流量値に 
変換します。

5.3.	 定格銘板の説明

1
2
3
4
5

Model
Flow Range
Max Pressure
Max Temp
Serial No

Type 8071 Flow Sensor

433864N
2-100LPH

1000kPa/55Bar
120°C

D34128

図 2： 製品の銘板
1. 装置の注文番号
2. 流量の測定範囲
3. 最大圧力
4. 最高温度
5. シリアル番号

日本語
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説明
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5.4.	 利用可能なバージョン

ライン接続部

流量測定範囲 材料
最大圧
力1) 注文番号粘度>5	mPa.

sおよび
<1,000	mPa.s

粘度	
<5	mPa.s ハウジング ホイール/アクスル シール

G 1/8" 0.5～100 l/h 2～100 l/h アルミニウム ステンレス鋼 FKM 5 bar 565117
ステンレス鋼 ステンレス鋼 FFKM 55 bar 565118

NPT 1/8" 0.5～100 l/h 2～100 l/h アルミニウム ステンレス鋼 FKM 5 bar 565119
ステンレス鋼 ステンレス鋼 FFKM 55 bar 565120

ライン接続部

流量測定範囲 材料
最大圧
力1) 注文番号粘度>5	mPa.

sおよび
<1,000	mPa.s

粘度	
<5	mPa.s ハウジング ホイール/アクスル シール

G 1/4" 0.5～100 l/h 2～100 l/h PPS PPS/Hastalloy C FFKM 5 bar 432288
ステンレス鋼 ステンレス鋼 FFKM 55 bar 433864

15～500 l/h 40～500 l/h PPS PPS/Hastalloy C FFKM 5 bar 430856
ステンレス鋼 ステンレス鋼 FFKM 55 bar 437518

NPT 1/4" 0.5～100 l/h 2～100 l/h PPS PPS/Hastalloy C FFKM 5 bar 448654
ステンレス鋼 ステンレス鋼 FFKM 55 bar 448656

15～500 l/h 40～500 l/h PPS PPS/Hastalloy C FFKM 5 bar 448655
ステンレス鋼 ステンレス鋼 FFKM 55 bar 448657

日本語
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説明
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ライン接続部
流量測定範囲 材料 最大圧

力1) 注文番号	2)

粘度>1,000	mPa.s ハウジング ホイール/アクスル シール
G 1/4" 15～500 l/h ステンレス鋼 ステンレス鋼 FFKM 55 bar 552426
NPT 1/4" 15～500 l/h ステンレス鋼 ステンレス鋼 FFKM 55 bar 553652

1) ご要望に応じて高圧バージョンが利用可能です
2) ご要望に応じてその他の高粘度バージョンが利用可能です

日本語
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テクニカルデータ
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6.	 テクニカルデータ

6.1.	 動作条件
周囲温度
• アルミニウムまたはPPS

製ハウジング

• ステンレス鋼製ハウジ
ング

• 最大 80 °C 

• 最大 120 °C

湿度 <85%、結露なきこと

保護等級 IP54（NEMA 13）

6.2.	 テクニカルデータ一般

6.2.1.	 機械データ
部品 素材
ハウジング • アルミニウム

• PPS
• ステンレス鋼 316F（1.4401）

ホイール • PPS
• ステンレス鋼 316F（1.4401）

アクスル • Hastalloy C
• ステンレス鋼 316F（1.4401）

シール FKMまたはFFKM

6.2.2.	 一般データ

ライン接続部 めねじ、G 1/8"、G 1/4、 
NPT 1/8" または NPT 1/4"

最大液体圧力

• PPSまたはアルミニウム製
ハウジング

• ステンレス鋼製ハウジング

• 5 bar 

• 55 bar（要望に応じて
550 bar）

粘度 仕様に応じて（5.4章を参照）

流量の測定範囲 仕様に応じて（5.4章を参照）

精度 測定値の≤±1%

再現性 測定値の≤±0.03%

最大粒径 75 µm

日本語
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テクニカルデータ
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6.2.3.	 電気データ

動作電圧 4.5～24 V DC

トランジスタ出力

• 出力タイプ 
 

• ホールセンサーの最大強度

• 推奨負荷

• オープンコレクターによ
る周波数、NPN、最大
25 mA、4.5～24 V DC 

• 25 mA 

• 24 V DCで1.8 kΩの 
プルアップ

リードスイッチ出力

• タイプ

• スイッチング電圧

• スイッチング電流

• 最大作業電流

• サイクル数（通常）

• 周波数

• 30 VDC

• 0.5 A

• 0.5 A

• 500×106サイクル
（10 V DC、10 mAの場合）

電気接続 5芯ケーブル、長さ1 m

6.3.	 寸法

51/51/60*

36,5

60/50/64*

48 48

A
24

51/51/60*

36
,5

1,000 mmケーブル

*アルミニウム/ステンレス鋼/PPS製ハウジング
A：17～18 mm（ハウジングの素材による）

図 3： 製品の寸法

日本語
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設置と配線
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7.	 設置と配線

7.1.	 安全注意事項

危険！

システムの高圧による負傷の危険！
• ライン接続部をゆるめる前に、システムを減圧し、液体の循

環を停止してください。

感電による怪我の危険！
• 作業開始前に必ず電圧を遮断し、再起動しないよう保護して

ください！
• 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則を遵守 

してください！

液体のタイプによる怪我の危険！
• 危険な製品の使用に関する事故防止と安全分野で施行される

規則を遵守してください。

高い液体温度による負傷の危険！
• 必ず保護手袋を着用して装置を取り扱ってください。
• ライン接続部をゆるめる前に、液体循環を停止し、配管を空

にしてください。
• 可燃性の材料や媒体を装置から遠ざけてください。

6.4.	 Kファクター（パルス/リットル）
流量測定範囲 Kファクター（パルス/リットル）
0.5～100 l/h 1,000
15～500 l/h 400

装置がKファクターを自動的に変換しない機器に接続さ
れている場合は、次の数式のいずれかを使用して変換を
実行します：

Kファクターからパルス/USガロン=Kファクターからパル
ス/リットル×3.785（流量をUSガロン/時間単位に変換）

Kファクターからパルス/UKガロン=Kファクターからパル
ス/リットル×4.546（流量をUKガロン/時間単位に変換）

日本語
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警告！

不適切な取付による怪我の危険！
• 流体的取付けや電気的取付けは、認定された専門技術者が適

切なツールを使用してのみ行うことができます！
• 必ず適切な安全装置（適切なサイズのヒューズおよび/また

は回路ブレーカー）を使用してください。

制御不能や意図しないシステムの起動による負傷の危険！
• システムが意図せず作動しないよう保護してください。
• 設置後に制御された再起動を確認してください。

7.2.	 設置に関する推奨事項

注記！ 
機械的負荷がかかると、製品が損傷する危険性があります。
• チューブを使用してください。

注記！ 
直径が75	µm以上の粒子がセンサーに入ると、楕円ホイールが
損傷する危険があります。
• 装置のできるだけ近くに75 µmフィルターを取り付けます。

 → プロセスを中断することなく装置とフィルターのメンテナン
スを実行できるようにするために、システムにバイパスを設
けてください（図 4を参照）。

バルブ

液体方向

フィルター

8071

図 4： バイパスの取付
 → ホイールのアクスルが水平面になるように、装置を配管に取
り付けます。

おねじ部は、配管やねじ接続の素材に適合したものでシ
ールしてください。

 → 製品を配管にねじ込みます。

日本語
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設置と配線
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7.3.	 配線

危険！

感電による怪我の危険！
• 作業開始前に必ず電圧を遮断し、再起動しないよう保護して

ください！
• 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ

さい！

• 高品質な（フィルタ化および制御された）電源を使用
してください。

• 設置の等電位ボンディングを確保します。

赤い心線 電源（+）
黒い心線 電源（–）
白い心線 NPNトランジスタ出力
黄色い心線 リードスイッチ
緑の心線 リードスイッチ

表 1： 接続ケーブルの接続の割り当て

7.3.1.	 NPNトランジスタ出力とリードスイッチ出力の
接続

X
V DCL+（4.5～24 V DC）

（赤い心線）
L–（黒い心線）

NPNトランジスタ
出力（白い心線）

R
黄色い心
線

緑の心線

24 V DCで1.8 WkΩプルアップ
図 5： NPNトランジスタ出力とリードスイッチ出力の接続

8071

XV DC

NPN

L-

L+

+- IN

接続済トランスミッタ

IN=接続済トランスミッタのパルス入力

図 6： NPNトランジスタ出力をリモートトランスミッタに接
続する例

日本語
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試運転
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8.	 試運転

8.1.	 安全注意事項

警告！

不適切なコミッショニングによる負傷の危険！
不適切なコミッショニングは、怪我、装置およびその周囲環境
への損傷につながる恐れがあります。
• コミッショニング前に、作業員が取扱説明書の内容を把握

し、完全に理解していることを確認する必要があります。
• 特に安全に関する注意事項と適正使用を遵守してください。
• 装置/システムは、十分に訓練された有資格者のみ操作する

ことができます。

装置は電磁障害や紫外線の影響を受けないようにし、屋
外で使用する場合は天候の影響を受けないようにしてく
ださい。

配管が充填され、気泡がないようにする必要があります。

 → 配管に液体を徐々に満たして、配管から空気を取り除きます。

 → システムの密度をチェックしてください。

9.	 メンテナンス、問題解決

9.1.	 安全注意事項

危険！

システムの高圧による負傷の危険！
• ライン接続部をゆるめる前に、システムを減圧し、液体の循

環を停止してください。

感電による怪我の危険！
• 作業開始前に必ず電圧を遮断し、再起動しないよう保護して

ください！
• 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則を遵守 

してください！

液体のタイプによる怪我の危険！
• 危険な製品の使用に関する事故防止と安全分野で施行される

規則を遵守してください。

高い液体温度による負傷の危険！
• 必ず保護手袋を着用して装置を取り扱ってください。
• ライン接続部をゆるめる前に、液体循環を停止し、配管を空

にしてください。
• 可燃性の材料や媒体を装置から遠ざけてください。

日本語
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メンテナンス、問題解決
タイプ8071

9.4.	 製品のタイプ

5

4

1

2
3

溝

図 7： 製品の分解図

 → 4本のねじ（マーク5図 7）を緩め、電子モジュール（マーク
4図 7）の付いたカバーを取り外します。

 → シール（マーク3図 7）をはがします。

 → シールの状態を確認します。損傷している場合は、交換して
ください（ 「10. スペアパーツ、アクセサリ」章を参照）。

 → ホイール（マーク2図 7）を取り外します。

 → ホイールに欠陥がないか確認します。必要に応じて、清掃ま
たは交換してください（10章を参照）。

警告！

不適切なメンテナンス作業による危険！
• メンテナンス作業は認定された専門技術者が適切なツールを

使用してのみ行うことができます！
• 電力供給が中断した場合、プロセスが定義どおり、あるいは

制御下で再開されるよう確保してください。

9.2.	 フィルターのメンテナンス
 → 最初の200リットルの液体を通過させた後、フィルターにカ
スや堆積物が含まれていないかどうかを確認します。必要に
応じて、素材に合った製品でクリーニングしてください。

 → 特に液体の流量が減少した場合は、フィルターの状態を定期
的に確認してください。必要に応じて、素材に合った製品で
クリーニングしてください。

9.3.	 装置のメンテナンス
 → 装置のシールと楕円ホイールの状態を定期的にチェックして
ください。9.4および9.5章の説明に従って作業を進 
めてください。

装置は、水で軽く湿らせた布または装置の素材に適合する洗浄剤
で湿らせた布でのみクリーニングしてください。
追記情報をご希望の場合は、Bürkert サプライヤーにお問い合わ
せください。

日本語
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メンテナンス、問題解決
タイプ8071

9.5.	 製品の再構築

磁石付きホイールは、溝のある側面に再度挿入する必要
があります（図 8と以下の表を参照）。

 → 互いに90°オフセットしているホイールをハウジングに再び挿
入します（図 8を参照）。

ニュートラル楕円ホイール（磁石なし）

溝

磁石付き楕円ホイール

図 8： 楕円ホイールの位置決め

流量測定範囲 磁石付き楕円ホイール
0.5～50 l/h 磁石ホルダーの開口部が見えている（カバー

の方を向いている）
• 0.5～50 l/h

• 2～100 l/h

• 15～500 l/h

磁石ホルダーの開口部は見えていない（ハウ
ジング底面を向いている） 

 → 楕円ホイールの円周上の曲率半径をハウジングの底面に向け
ます（図 9を参照）。

A A

A-A
面取り

直角

図 9： 楕円ホイールの断面図
 → センサーで磁石の存在を確認します。

 → ホイールを指で軽く回して、ホイールが自由に回転すること
を確認してください。

 → シール（マーク3図 7）を再度交換します。

 → カバーの溝とハウジングの溝を合わせて、カバー（マーク4図 
7）を取り付けます。

 → ハウジングを損傷しないように、以下の締め付けトルクで4本
のねじ（マーク5図 7）を十字に慎重に締め付けます。

 - PPS製ハウジングの場合、1 Nm
 - アルミニウム製ハウジングの場合、2 Nm
 - ステンレス鋼製ハウジングの場合、9 Nm

日本語
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メンテナンス、問題解決
タイプ8071

9.6.	 問題解決
問題 原因 解決方法
液体が装置から
排出されない

装置が詰まっている  → ホイールを取り外してクリーニングします（「9.4. 製品のタイプ」および
「9.5. 製品の再構築」章を参照）。
 → 装置の前に75 µmフィルターを取り付けます。

フィルターが詰まっている（使用し
ている場合）

 → フィルターをクリーニングします。

ホイールが損傷している  → ホイールを交換します（ 「10. スペアパーツ、アクセサリ」、「9.4. 製品
のタイプ」および 「9.5. 製品の再構築」章を参照）。

装置を通過する
流量が減少して
いる

フィルターが部分的に詰まっている
（使用している場合）

 → フィルターをクリーニングします。

液体の粘性が高すぎる 粘度が1,000 mPa.sを超える場合はホイールを使用してください。

測定値が矛盾
する

流量測定範囲が不適切  → テクニカルデータを確認し、製品または流量を調整します（「6.2.2. 一般
データ」章を参照）。

配管に空気が入っている  → 配管の空気をゆっくり抜いてください。

製品の不適切な再取付けによる摩擦  → 製品へのホイールの取付けを確認してください（ 「9.4. 製品のタイプ」お
よび「9.5. 製品の再構築」章を参照）。

周波数出力に信
号がない

出力の配線が正しくない  → 配線を点検します（「7.3. 配線」章を参照）。

ホイールが間違った方向に取り付け
られている

 → 装置を分解してホイールの位置を変更します（「9.4. 製品のタイプ」およ
び「9.5. 製品の再構築」章を参照）。

磁気不良  → ホイールを交換します（ 「10. スペアパーツ、アクセサリ」、「9.4. 製品
のタイプ」および 「9.5. 製品の再構築」章を参照）。

ホールセンサーまたはリードスイッ
チが故障している

 → 電子モジュールのカバーを交換します（ 「10. スペアパーツ、アクセサ
リ」、9.4および 9.5章を参照）。

日本語
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スペアパーツ、アクセサリ
タイプ8071

10.	 スペアパーツ、アクセサリ
注意！

不適切な部品による怪我の危険と物的損害！
誤ったアクセサリや不適切なスペアパーツにより、負傷なら
びに装置、およびその周囲環境への損害につながるおそれが
あります。
• Bürkertの純正アクセサリ、および純正スペアパーツのみご

使用ください。

スペアパーツ 注文番号
2個のステンレス鋼製楕円ホイールのセッ
ト、流量測定範囲 0.5～100 l/h

550919

2個のステンレス鋼製楕円ホイールのセッ
ト、流量測定範囲 15～500 l/h

550920

2個のPPS製楕円ホイールのセット、流量測
定範囲 0.5～100 l/h

550921

2個のPPS製楕円ホイールのセット、流量測
定範囲 15～500 l/h

550922

FKM製シール 550923

FFKM製シール 550959

ホールセンサーとリードスイッチ付き電子
モジュールを備えたステンレス鋼製カバー

553653

ホールセンサーとリードスイッチ付き電子
モジュールを備えたPPS製カバー

553654

スペアパーツ 注文番号
ホールセンサーとリードスイッチ付き電子
モジュールを備えたアルミニウム製カバー

要望に応じて

日本語
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梱包、輸送
タイプ8071

11.	 梱包、輸送
注記！ 
輸送中の損害！
不十分に保護された装置は、輸送中に損傷することがあ
ります。
• 装置をほこりや湿気から保護し、耐衝撃性の梱包材を使用し

て輸送してください。
• 装置は保管用許容温度範囲を超えた温度に曝さないでく

ださい。
• 電気的インターフェースを保護キャップで塞いで損傷から保

護してください。 

12.	 保管
注記！ 
誤った保管は装置の損傷の原因となります！
• 装置は、ほこりのない乾燥した状態で保管してください！
• 保管温度：–10～+60 °C。

13.	 製品の廃棄
 → 環境に配慮した方法で装置と梱包材を廃棄処分してく
ださい。

注記！ 
液体で汚染された部品による環境被害！
• 該当する廃棄規則および環境規制を遵守してください！

注記！

国内の廃棄物処理規定を遵守してください。

日本語
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